

























チン A, TSA)を同時封入した EpCキャリアを創出し、強力なヒストンアセチル化制御によ











への耐性を示す in vitro COPD モデルにおける治療効果を検討した。EpC キャリアは in 
vitro COPDモデルにおいて、HDAC2発現量の上昇を導き、IL-8産生量を有意に抑制した。
この結果は、EpCキャリアの抗酸化効果と HDAC2発現の相乗効果によるものである。さ
らに、EpCキャリアを添加した in vitro COPDモデルは、治療薬への感受性の回復が認め
られ、耐性の解消が示唆された。以上の結果から、EpCキャリアは、抗酸化能によるHDAC2












への分化誘導、即ち EMT を抑制した。以上の結果より、EpC キャリアはヒストンアセチ
ル化によりがん細胞の形質変化を誘導し、さらに EMTを抑制することによるがんの転移・
浸潤の制御が示され、これまでとは全く異なる新しいがん細胞分化治療に成功した。 
 以上より、本論文ではエピジェネティクス工学の確立に際し、ヒストンアセチル化制御
による細胞分化治療を検討した。従来とは異なる作用機序を有する細胞分化治療は、今後
様々な疾患治療分野に対して多大なる知見を与えるものであるため、本学の博士の学位(工
学)を授与するに十分な内容を有しているものと判断する。 
